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河内正通・若本ゆかり

1. 緒 言

 高齢化社会の急速な進行に伴い食と健康の関わりが重要な課題としてとりあげられている. 

脂質の分野においても生活習慣病(成人病)の予防と治療との関連から食事脂質の景と質が

種々論議されている. すなわち飽和脂肪酸. モノ不飽和脂肪酸と多価不飽和脂肪酸の摂取比

率. 多価不飽和脂肪酸におけるn-3系とn-6系の比率については現時点で適正と考えられ

る基準が示されている. 一方. 魚油に含まれているn-3系高度不飽和脂肪酸であるエイコサ

ペンタエン酸(EPA)およびドコサヘキサエン酸(DHA)の生理機能が注目され多くの

研究が行われている1' 3」. 

 海産動植物の脂質中に含まれる脂肪酸の組成を明らかにすることは食事脂質の栄養学的な

知見を得るに止まらずそれら加工品の品質保持しからも重要である. 海産動植物脂質の脂肪

酸組成については多数の研究が見られる一一yが、同一種類の魚で雌および雄について部位別ま

たは臓器別に分け、それらの組成を測定. 比較した研究は少ないtCj. 

 そこでツクシトビウオの雌および雄についてそれぞれ筋肉肝臓内臓および牛島巣脂

質の脂肪酸組成を分析し. 比較検討したので報告する. 

2. 実験方法

2・1試料

 6月下旬対馬近海で漁獲されたツクシトビウオから筋肉肝臓内臓および生殖巣を採取し

供試した. 試料魚および供試した各臓器の重量を表1に示す. 
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表1. 試  料

雌  1  雄

個 体 数 (尾)

ｽ均体長 (cm)

ｽ均体重 (g)

刻d量 (g＞
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1
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.
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14

Q1. 8

P25. 6

Pア58. 4

供
試
重
量
(
9
)

筋 肉

ﾌ 臓
?臓＊

ｶ殖巣  

144. 8

P7. 2

P2. 1

Q2. 7

145. 2

P0. 2

P5. 9

T4. 9

           ＊ 鮒丹:隔蔵および生殖巣を除く

 2・2 脂質の抽出

 試料にそれぞれ20倍量のクロロホルムーメタノール(2:1)混液を加え. Folchら1:tの方

法に従って脂質を抽出した. 

 2・3脂質のメチルエステル化

 試料脂質に10倍量の5％塩化水素一メタノール溶液を加え74℃一一・76℃で4時問還流し. 脂

肪酸メチルエステルを調製しだ21. 

 2・4脂肪酸メチルエステルの分画

 20％硝酸銀含浸シリカゲル薄層クロマトグラフィーによって脂肪酸メチルエステルを二重

結合を異にする6画面に分画13)した. 

 2・5 メチルエステルの水素化

 11金黒を触媒として。試料メチルエステルを水素化13tした. 

 2・6 ガスクロマトグラフィー

 10％ジエチレングリコールコハク酸ポリエステル(DEGS＞を液相とするカラムを使用し

カラム温度190℃で分析したなお検知器としては水素炎イオン化検知器を用い. 検知器温

度は260℃とした. 

 2・7 脂肪酸の同定ならびに定量

 脂肪酸の同定は脂肪酸の炭素数および二重結合数と保持時間の対数との直線関係(保持時

間一炭素数直線)を利用して行ったEまた. 不飽和脂肪酸の二重結合の位置の決定にはEnd
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Carbon Chain(ECC))1' Separation Factor(SF)11sおよびEquivalent Chain Length(ECL)瞠

を利用した. 

 脂肪酸の定景はピーク直積比を求めることによって行い. 面積百分率をそのまま重量百分率

として表示した. 

3. 実験結果および考察

 各試料の脂質含量は表2に示すとおりてある. 脂質含量は0. 7～4. 7％と一般に少なく雌雄

ともに筋肉では著しく少なかった. 雌雄による脂質含量の差異は顕著ではないが内臓で雄か

雌よりもやや多かった

表2. 試料臓器の脂質含量(％)

雌
1

雄

筋肉 肝臓 内臓 生殖口 1筋肉 肝臓 内臓 生殖類

脂質含量 0. 9 3. 6 3. 1 2. 6 0. 7 4. 1 4. 7 2. 4

 つぎにこれら脂質の脂肪酸組成を分析した結果を表3に示す. ツクシトビウオ各臓器のお

もな構成脂肪酸は」雄雄ともに16:0. 18:018:120:5および22:6酸であった. こ

れら5種類の脂肪酸の合計量は雌では650-74. 1％雄では59. 8～73. 0％に達した. 筋肉、

肝臓内臓および生殖巣の脂肪酸守成を比較すると雌では筋肉で22:4および22:6酸内

臓で16:0および18:0酸生殖巣で16:ユ18:1および20:5酸の含有率が高く反対

に筋肉でj8:1および22:5酸内臓でi6:1酸生殖巣で18:0酸の含有率が低かった. 同

様に、雄では筋肉で20:5および22:6酸内ll蔵で18:1および19:0酸の含有率が高く反

対に筋肉で！8:1酸. 内臓で22:5および22:6酸生殖巣で16:0酸の含有率が低かった. 

雌と雄で構成脂肪酸の全体的なパターンはほぼ類似していたが個々の脂肪酸の含有率にはや

や差異が認められた. すなわち14:0および18:1酸の含有率は雄で高く20::920:5

および22:6酸の含有率は雌で高い傾lfijが認められた. 一般に食用に供されている筋肉と生殖

巣の脂質の20:5酸含有率は4. 6-7. 8％22:6酸含有率は25. 4～37. 9％であり20:5酸に

比べ22:6酸含有率が著しく高かった. 

 魚類筋肉について。脂質含景と20:5酸含有率との問には有意な相関は認められないが22

 6酸含有率との問には有意な逆相関のあることが認められている・h:. ツクシトビウオ筋肉の

脂質含量は雌雄ともに1％以下であり、この脂質の大部分は細胞膜を構成するリン脂質である

と考えられる. したがって22:6酸(DHA)の含有率が筋肉脂質で約38％と非常に高い値

を示したものと考えられる. DHAは海産動物油に特異的に多量含まれることが知られている
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表3. ツクシトビウオの筋肉高高内臓および生殖巣脂質の脂肪酸組成(％)
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が、イカ類以外でその含有率が30％以上に達するものはあまり知られていない一ノ∫. 海産魚

類では飼料中のα一リノレン酸からDHAを生合成する機能をほとんどもっていないため植

物プランクトンの産生したDHAを食物連鎖を通して体内に蓄積すると考えられているtZ IS/・. 

斎藤ら;;;が漁獲地漁獲時期の異なるトビウオについて筋肉脂質のDHA含有率は、いずれ

も約32％以上であることを報告している. この結果を考え合わせるとトビウオ類はDHAの

要求度が高く筋肉脂質に特異的に高濃度でDHAを蓄積する魚種の一つであるといえる. 

 次に構成脂肪酸の不飽和度および炭素鎖長別含有率を調べた結果を表4に示す. 不飽和度

別含有率をみると雄の内臓を除くすべての脂質でボリエン酸含有率が約45％以⊥と著しく高

く特に筋肉脂質では約60％にも達した. これは. ボリエン酸の主要成分である20:5と22:

6酸の含有率の合計が約43％にも及ぶことに起因すると考えられる. 一方. モノエン酸含有率

は約8 一20％と低く. 特に筋肉脂質ては10％以下であった. 炭素鎖長別含有率をみるとCr、t

以上の高級脂肪酸含有率が雄の内臓を除くすべての脂質で約44％以上と著しく高く. 特に筋肉

脂質では約55％にも達した. これに対し炭素鎖長の比較的短いCi一Cv酸の含有率は3～

6％と著しく低かった. 少脂のイカ類で同様な組成をもつことか知られているが6 '、その他の

海産動物でこのような組成をもつものはあまり知られていない. 雄の内臓は他の臓器とやや異

なる脂肪酸組成をもつがこれは消化管中に残存する餌料脂質の紅成を反映しているためと考

えられる、

表4. 不飽和度および炭素翼長別の脂肪酸含有率(％)

不飽和度 炭素鎖長

飽和酸 モノエン酸 ポリエン酸 C12～C15酸C16～Clg酸C20～C24酸

筋 肉 3L2 8. 0 60. 8 4. 8 40. 5 54. 7

肝 臓 34. 4 14. 1 51. 5 3. 1 46. 1 50. 8

雌 内 臓 41. 9 11. 5 46. 6 3. 7 48. 3 48. 0

生殖巣 32. 8 19. 6 47. 6 5. 6 43. 6 50. 8 .   」 一  一   一 ▼      一

筋 肉 32. 1 9. 6 58. 3 3. 5 41. 6 54. 9

肝 臓 36. 1 19. 2 44. 7 4. 5 51. 6 43. 9

雄 内 臓 45. 4 28. 0 26. 6 5. 8 59. 9 343
生殖巣 36. 1 17. 6 463 63 49. 5 44. 2

 n-3系ポリエン酸の含有率の総計は魚油では20～40％のものが多い. これに比べツクシ

トビウオ脂質ては50％以上に達する. このような高い含有率を示す海産動物脂質としてはイカ

油が知られているが魚類脂質では特異な例といえる. EPAやDHAの給源としての見地か

ら考察すると. ツクシトビウオ各臓器］OOg中のEPA含量は肝臓と生殖巣で0、1-O、2g D

HA含量は06-1. 2gであるのに対し. 脂質含量の少ない筋肉ではEPA含量がO.  04 g.  DII

A含量がO. 3gと著しく少ない. この値はこれら脂肪酸二号の多い魚類として知られている

サバイワシtサンマ肉に比べてEPAで30分のL DHAで約6分の1程度に過ぎない. 
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しかしながら. 脂質含量の少ないツクシトビウオ肉は低エネルギーでしかもn-3系不飽

和脂. 肪酸含有率が高いため. n-6系不飽和脂肪酸の摂取景の多い1」本人9'にとって食物脂質の

質すなわちn-3系とn-6系のバランスの改善に多少とも貢献できるものと考えられる. 

 以上のように、ツクシトビウオては各臓器脂質の構成成分としてEPAやDHAのような高

級な高度不飽和脂肪酸含有率が他の魚種に比べて著しく高いことが明らかとなった. したがっ

てその加工品の製造ならびに貯蔵に当ってはこれら脂質成分のr1動酸化に伴う品質劣化に

特に留意する必要かあると考えられる. 

4. 要 約

 ツクシトビウオの雌および雄について筋肉肝臓内臓および生殖巣脂質の脂肪酸組成を

分析し比較検討した. 得られた結果は次のとおりである. 

1)各臓器の脂質含景は. 雌雄ともに少なくO.  7～4.  7％であった. 特に筋肉では1％以下と

  著しく少なかった. 

2)各臓器のおもな構成脂肪酸はいずれも16:0. 18:0、18:1、20:5およひ22:6酸て

  あった

3)構成脂肪酸の全体的なパターンは雌雄でほぼ類似したが14:0および18:1酸含有率は

  雄で高く. 20:320:5およひ22:6酸含有率は雌で高かった. 

4)筋肉脂質のEPA含有率は49～6. O％であったが DIIA含有率は他の魚種に比べて著し

  く高く約38％を占めた. 

5)各臓器とも高度不飽和脂II方酸含有率か約45％と高く特に筋肉脂質では約60％と著しく高

  かった. 

6)炭素数20以上の高級脂肪酸含有率は約41％以上と高く. 筋肉脂質では約55％を占めた. 

7)内臓を除く各臓器脂質は他の魚種に比べて高級な高度不飽和脂肪酸含有率が高く. 特に

  筋肉脂質ではn-3系ボリエン酸含有率が50％以上と著しく高かった. 
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